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２００８年 　月 　日

大阪府議会議長　様

教育格差をなくし、
子どもたちにゆきとどいた教育を

30人学級の早期実現、
私学助成の削減撤回･大幅増額を求める

請　願　署　名
　日本の未来を担う一人ひとりの子どもたちに、確かな学力と成長・発達
を保障することは、府民のこころからの願いです。そのための教育条件を
抜本的に改善することは府の責務です。
　ところが、府は、これまでも日本一高い府立高校授業料・空調使用料徴
収、府立高校統廃合、障害児学校の特別教室の普通教室への転用、公立学
校教職員定数削減、期限付き教職員の大量導入、私学に対する経常費助成
の府単独支出分廃止、授業料減免制度の改悪など、教育予算を削減し、教
育切り捨てとしか言いようのない施策をとってきました。さらに府は、大
阪維新プログラム案で教育費の大幅削減を行い、すべての学校でさらなる
教育諸条件の低下を生み出しました。それは貧困と格差の広がりとあいま
って、子どもたちの教育を受ける条件をいっそう悪化させ、場合によって
はその機会を奪ってしまうことにもなりかねません。
　教育の機会均等を保障するために、府は、教育予算を大幅に増額し、教
職員の大幅増員、30人以下学級の早期実現、私学助成の大幅増額など、子
どもたちに手厚い手だてをとってください。
　憲法を守り、生かし、大阪のすべての子どもたちにゆきとどいた教育を
実現するため、裏面の各事項のすみやかな実現を請願します。

大阪府立高校30人学級をすすめる会� 06－6768－2106
大阪市立高校30人学級をすすめる会� 06－6947－1101
大阪の障害児教育をよくする会� 06－6765－8904
大阪私学助成をすすめる会� 06－6762－5026
子どもと教育・文化を守る大阪府民会議� 06－6768－2330

請願団体

２００８年 　月 　日

衆議院議長　様
参議院議長　様

教育格差をなくし、
子どもたちにゆきとどいた教育を

30人学級の早期実現、
私学助成の大幅増額を求める請願署名

請　願　署　名
　日本の未来を担う一人ひとりの子どもたちに、確かな学力と成長・発達
を保障することは、国民のこころからの願いです。
　貧困と格差の広がりは、家庭だけでなく、子どもたちの生活にも大きな
影響を与えています。また、子どもたちの教育を受ける条件は大幅に悪化
し、その機会が奪われる事態も起こっています。義務教育費国庫負担制度
・私学助成国庫補助制度の堅持・拡充をはじめ、教育予算を大幅に増や
し、教育諸条件の抜本的改善や、教育の機会均等の保障など、国の責任
で、子どもたちに手厚い手だてをとってください。
　国連から批判されている「国際人権規約　中等・高等教育の漸進的無償
化条項」の留保を撤回し、無償化への計画を示し、実行してください。
　憲法を守り、生かし、すべての子どもたちにゆきとどいた教育を実現す
るため、裏面の各事項のすみやかな実現を請願します。

請願団体

大阪府立高校30人学級をすすめる会� 06－6768－2106
大阪市立高校30人学級をすすめる会� 06－6947－1101
大阪の障害児教育をよくする会� 06－6765－8904
大阪私学助成をすすめる会� 06－6762－5026
子どもと教育・文化を守る大阪府民会議� 06－6768－2330


